
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。

問題につまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合

えばよいのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。

問題に取り組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情報や問題の条件を正しくとら

える
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再現する
　・計算を正しく行う
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複

なく全て探し出す
　・書き出すことを通じて、法則を発見する

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状

じょう

況
きょう

を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋

すじ

道
みち

立てて明らか
にする

　・�前問が後に続く問いの手がかりとなってい
ることを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・規則や周期に注目する

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはま

るような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえ

て活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合を想定して考える（もし全て○
○なら、もし○○がなければ、…など）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたりし
て全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のものだ
けを移動させて状況をとらえる

　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解答の範

はん

囲
い

や大きさの見当をつける
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○知識
　・�情報を手がかりとして、持っている知識を

想起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判断の根

こん

拠
きょ

を示す
　・�ある出来事の原因、結果となることを示す
　・�現象の背

はい

後
ご

にあることを明らかにする

○置
ち

換
かん

　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう

況
きょう

を図表などに表す
　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し

点
てん

で複数のことがらを比べる
　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ

異
い

を明確にする

○分類
　・�個々の要素によって、特定のまとまりに分

ける
　・�共通点、相

そう

違
い

点
てん

に着目して、情報を切り分
けていく

○具体化
　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心

情を取り出す
　・ある特

とく

徴
ちょう

を持つものを示す

○抽
ちゅう

象
しょう

化
か

　・�個々の事例から具体的な要素を除いて形式
化する

　・�個々の事例から共通する要素を取り出して
まとめる

○関係
　・�文章どうしのつながりをとらえる
　・�部分と全体のそれぞれが互

たが

いに与えあう影
えい

響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ

段
だん

となることを見つけ
出す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、先の変化を予測する
　・�文章から、筆者の考えを論理的に導き出す

○類推
　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出

す
　・�個々の共通点から、特定の事象を導き出す
　・�要素間の意味をとらえ、情報を補

おぎな

う

思考スキル



小学6年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2）

21 22

2

4

31 32

（5）

（1） （2）

27

（式・考え方）

（答え）

（2）

34

cm

（答え）

％ g

36 37

（2） （3）

通り 通り

5

33

（1）

分速　　　　　　　　m

（完答）23 24  25

（1） （2） （3）

：： cm

3

28 29  30

（1） （2） （3）

個 個 本

6

（完答） 35

（1）

（ア　　　　 枚、イ　　　　 枚、ウ　　　　 枚） （ア　　　　 枚、イ　　　　 枚、ウ　　　　 枚）

26

（4）

人

3938  40

（1） （2） （3）

7

km時速　　　　　　　　　　　km

3 200

6 16

1 32 11 226.08

144 8 123

3 0 3 2 2 2

380

96

1.2

　　　　

2.4 4.2
（配点）
　、　⑴…各6点
　⑸、　⑵考え方…各6点　解答…各4点
　⑵…8点、　⑵、　⑶、　⑶…各9点
他…各7点
ただし、　⑴……順同完全解答　　　　　計150点

2 5
1

7

2

764

3

3
144080400

（式・考え方）

【例】

【例】

56：84＝2：3
家を出発して忘れ物に気付くまでの時間を③とすると、
忘れ物に気付いてから家にもどるまでの時間は②。
その後、学校に着くまでの時間は③×4－（③＋②）＝⑦となる。
56×　　　＝96

16
7

8
3

⑦
③×4

（16－7）：16＝9：16＝（3×3）：（4×4）
左図の白の三角形と三角形ABCの相似比は3：4になる。
6×8÷2×2÷10＝4.8
4.8×　　  ＝1.24

4－3

B

AC

8cm6cm
④
③

10cm
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【解　説】

1（1）　 A3 再現する 特徴的な部分に注目する

　1÷（1− 20192020 ×
2021
2020 ）

＝1÷（ 2020×20202020×2020−
2019×2021
2020×2020）

　2020×2020と2019×2021の差は

右図のアとイの面積の差といえます。

ア−イ＝2020−2019＝1なので、

2020×2020−2019×2021＝1です。

　1÷ 1
2020×2020

＝2020×2020

＝4080400

2（1）　（面積比）

A2 知識 置換
イとウの面積比は１：３、アと「イ＋ウ」の面積比は１：２なので、イの面積を①、ウの

面積を③とすると、アの面積は（①＋③）× 1
2 ＝②にあたります。

よって、ア：イ：ウ＝２：１：３

（2）　（公約数）

A2 知識 置換
求める数は、86－9＝77と170－5＝165の公約数です。

77と165の公約数は11と１ですが、１では割ったときに余りが出ないので、求める数は

11です。

（3）　（周の長さ）

B1 特徴的な部分に注目する 置換
大きい円の直径は9×2×2＝36（cm）です。

求める長さは、直径36cmの円周１つ分と直径18cm（＝9×2）の半円の弧
こ

４つ分の和になり

ます。

36×3.14＋18×3.14÷2×4＝226.08（cm）

（4）　（消去算）

置換B1 情報を獲得する
男子の生徒数を①、女子の生徒数を1とすると、問題文より、

①＋1＝790（人）　……ア

0.2＋0.3＝199（人）　……イ
という式が立てられます。

2019 イ

ア

2020

2021
2020
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アの式を0.3倍すると 0.3＋0.3＝790×0.3＝237（人）　で、これをイの式と比べると、

0.3－0.2＝237－199＝38（人）となることがわかります。
よって、①＝38÷0.1＝380（人）

（5）　（速さと比）

B1 特徴的な部分に注目する順序立てて変化をとらえる
56：84＝２：３……�初めの速さと忘

れ物に気付いた

後の速さの比

等しいきょりを進むとき、速さの比

とかかる時間の比は逆比になるの

で、「家を出発してから忘れ物に気

付くまでの時間」と「忘れ物に気付い

てから家にもどるまでの時間」の比

は３：２になります。

家から学校までのきょりの 1
4 を進むのに③かかるとすると、家から学校まで行くのに

かかる時間は③÷ 1
4 ＝⑫です。

よって、家にもどってから⑫－（③＋②）＝⑦の時間で再び学校に行けばよいとわかりま

す。かかる時間の比が12：７のとき、速さの比は７：12なので、求める速さは、

56× 127 ＝96（m/分）です。

3 　（植木算）

 　�　植木算のようにずれに気をつけなければいけない問題では、自分の立てた式で何が求まるの

かということを常に意識しながら解き進めること

が大切です。この問題の場合は、求めた数値が「線

の本数」なのか「ますの数」なのかを意識しながら

解き進めるようにしましょう。

（1）　 B1 情報を獲得する 再現する
（10－1）×（17－1）＝144（個）

（2）　 B2 調べる 特定の状況を仮定する
たて線、横線の本数とできるますの個数の

関係を表に表すと右のようになります。

この表より、たて線と横線が３本と５本の

ときにできるますが（3－1）×（5－1）＝8

（個）となって、本数の合計とますの個数が等しくなります。

56m/分
84m/分

家

学校

1

③ ②

1
4

たて線（本）

2

1

2

3

4

5

2

3

4

5

6

3

2

4

6

8

10

4

3

6

9

12

15

5

4

8

12

16

20

6

5

10

15

20

25

横線
（本） ・・・・・・

・・・・・・
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（3）　 一般化するB3 順序立てて変化をとらえる
（2）の表を見ると、例えば、たて線と横線の合計が８本のとき、たて２本、横６本のとき

は５ます、たて４本、横４本のときは９ますとなるので、たて線と横線の本数の差が少

ないときの方ができるますの数が多いことがわかります。

2020＝2×2×5×101なので、たて線と横線が2×2×5＋1＝21（本）と101＋1＝102（本）の

とき、たて線と横線の本数の差が一番小さくなります。

このときの本数の合計は、21＋102＝123（本）です。

4 　（濃度）

 　�　食塩水を混ぜるときの濃
のう

度
ど

計算はもう慣れているかと思いますが、条件が複雑になってくる

と自分が何の値
あたい

を求めていたのかを見失いやすくなります。図や式を書くときには、自分が何

の値を求めているのかをいっしょに書いておくことを心がけるとよいでしょう。

（1）　 A2 情報を獲得する 再現する
200：150＝４：３なので、図１より、Aの

濃度は、6＋7× 4
4＋3 ＝10（％）、Bの濃度は、

6－7× 3
4＋3 ＝3（％）と求まります。

（2）　 置換B2 順序立てて変化をとらえる
B300gとC200gを混ぜると８％の食塩水が

できたということから、Cの濃度が求めら

れます。

300：200＝３：２なので、図２より、Cの

濃度は、8＋（8－3）× 3
2 ＝15.5（％）です。

BとCを４：１の割合で混ぜると、図３より、

3＋（15.5－3）× 1
1＋4 ＝5.5（％）の食塩水が

できることがわかります。

以上より、Aと5.5％の食塩水を混ぜて７％

の食塩水を作ったと考えることができます。

図１

A B

合計600g

4

7％
6％

3
150g 200g

図４

A B＋C

②
7％10％ 5.5％

①

図３

B C

15.5％3％

4 1

図２

Ｂ C

8％3％

300g 200g
2 3

1 4

ちなみに、たて、横どちらかの本数が２本のときは常に「本数の合計－3」がますの

個数となっていて、それ以外の本数のときは、線が１本増えるたびにできるますの

個数は２個以上増えるので、本数の合計とますの個数が等しくなるのが上の場合以

外ありえないのは明らかです。

算数─解答と解説



（10－7）：（7－5.5）＝２：１なので、図４

より、混ぜたAの重さは、600× 1
2＋1 ＝

200（g）です。

5 　（立体の水位）

 　�　一見すると立体図形の問題ですが、体積と底面積が比例していることに気付けば平面図形の

問題としてとらえることができます。このような「見た目が複雑な問題をわかりやすくとらえ直

すことができる力」は入試でもとても役に立ちます。こういった力は、ふだんから別解を考えた

り解説を読んだりすることで養われます。あと３か月、意識してみてください。

（1）　 視点を変えるB1 特徴的な部分に注目する
辺BEが地面につくかたむけ方をすると、水の形はいつでもBEを高さとする柱体になる

ので、「水の体積と容積の比」は、「面ABCに見える水の面積と面ABCの面積の比」と等し

くなります。

よって、（水の体積）：（容積）＝3.5：（4.5＋3.5）＝７：16より、入っている水の体積は容

器全体の容積の 7
16 です。

（2）　 視点を変えるB2 特徴的な部分に注目する
右図のようにG、H、Iを決めます。

GHとCAは平行なので、三角形BGHと三角形

BCAは相似で、（1）より、面積比は（16－7）：16

＝９：16です。

このとき、9＝3×3、16＝4×4なので、三角形

BGHと三角形BCAの相似比は３：４だとわかり

ます。

6×8÷2×2÷10＝4.8（cm）　……BIの長さ

4.8× 4－34 ＝1.2（cm）

6 　（図形と場合の数）

 　�　ルールが与えられている問題では、まずはルールを正しく読み取ることに力を注ぎます。そ

のとき、与えられたルールを読むだけでなく、例として示されているものもきちんと確認しま

しょう。

　　�　場合の数を調べるときは何かを固定するとうまく調べられます。どういう固定の仕方をする

ともれや重複なく調べられるのか、日ごろから考える習慣をつけておきましょう。

10cm
A

B

C

G H

I

8cm6cm

図１

A B

合計600g

4

7％
6％

3
150g 200g

図４

A B＋C

②
7％10％ 5.5％

①

図３

B C

15.5％3％

4 1

図２

Ｂ C

8％3％

300g 200g
2 3

1 4
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（1）　 B2 情報を獲得する 調べる 置換
アの45度の角、イの60度の角、ウの75度の角を組み合わせて360度を作ればよいので、

360＝45×□＋60×△＋75×○　（ただし、□、△、○には0～ 3の整数が入る）

という式が成り立つような組み合わせを見つければよいとわかります。

このまま調べてもよいですが、360、45、60、75がすべて15の倍数である（最大公約数が

15である）ことに注目し、すべてを15でわって、

24＝3×□＋4×△＋5×○　（ただし、□、△、○には０～３の整数が入る）

と直して探します。

・○＝３のとき、残りは24－5×3＝9で、9＝3×3なので、

　24＝3×3＋4×0＋5×3が成り立ちます。

・○＝２のとき、残りは24－5×2＝14で、14＝3×2＋4×2なので、

　24＝3×2＋4×2＋5×2が成り立ちます。

・�○＝１のとき、残りは24－5×1＝19ですが、□や△にどのように０～３の整数を入れ

ても19を作ることはできません。

・�○＝０のとき、残りは24ですが、□や△にどのように０～３の整数を入れても24を作

ることはできません。

以上より、（ア３枚，イ０枚，ウ３枚）（ア２枚，イ２枚，ウ２枚）の２通りです。

（2）　 B2 調べる特徴的な部分に注目する
回転して重なる図形は１通りとしてかぞえるので、エを固定してイとウの置き方を考え

ます。すると、

の６通りがあります。

（参考）

イとウの置き方は、４か所からイを置く２か所を選ぶ選び方なので、4×3÷2＝6（通り）

と求めることもできます。

（3）　 B3 調べる 順序立てて変化をとらえる
まず、（1）の考え方を利用して使う板の組み合わせを見つけます。

・エを２枚使うとすると、360－90×2＝180（度）、180÷15＝12より、

　12＝3×□＋4×△＋5×○　（ただし、□、△、○には０～３の整数が入る）

　が成り立つようにすればよいことがわかります。

　これが成り立つのは、12＝3×1＋4×1＋5×1　　12＝3×0＋4×3＋5×0

エ
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　の２通りです。

・エを３枚使うとすると、360－90×3＝90（度）、90÷15＝6より、

　6＝3×□＋4×△＋5×○　（ただし、□、△、○には０～３の整数が入る）

　が成り立つようにすればよいことがわかります。

　これが成り立つのは、6＝3×2＋4×0＋5×0のときのみです。

以上より、

①……（ア１枚，イ１枚，ウ１枚，エ２枚）

②……（ア０枚，イ３枚，ウ０枚，エ２枚）

③……（ア２枚，イ０枚，ウ０枚，エ３枚）

の３つの組み合わせが見つかりました。次に、それぞれのならべ方を調べます。

① → エの２枚の置き方は

　（☆にはア、イ、ウが１つずつ入る）

　の２通りです。どちらも、☆にア、イ、ウを入れる入れ方は3×2×1＝6（通り）あるので、

　①のならべ方は全部で6×2＝12（通り）です。

② → �①と同様に、エの２枚の置き方は２通りあり、残りの部分にはすべてイが入るので、

ならべ方は２通りです。

③ → �②の「イとエ」が「エとア」になっているだけなので、②と同じく２通りです。

以上より、できる図形は全部で、12＋2＋2＝16（通り）です。

7 　（流水算）

 　�　速さ、道のり、時間の関係を比でとらえる力、川の上り・下り・静水時・流れの速さを求め

る力、平均の速さを利用する力など、速さに関する様々な力が求められる問題です。テスト時

間内に解けなかったとしても、以下の解説を読む前にもう一度じっくりと考えてほしいと思い

ます。

（1）　 B1 視点を変える 置換
ボートとケンタ君が出会うまでにボートとケンタ君が進んだきょりの比は 11－311 ： 3

11
＝８：３で、これは速さの比でもあります。

よって、A地点からB地点までの道のりを⑧とすると、ボートがB地点に着いたときにケ

ンタ君は③だけ進んでいることになるので、ケンタ君は③÷⑧＝ 3
8 だけ進んだところ

にいます。

（2）　 特定の状況を仮定するB2 順序立てて変化をとらえる
4.5× 8

3 ＝12（km/時）　……ボートの下りの速さ
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ボートがB地点からA地点まで川を上る間に、ケンタ君は⑤（＝⑧－③）だけ進みます。

4.5× 8
5 ＝7.2（km/時）　……ボートの上りの速さ

よって、この日の川の流れの速さは、（12－7.2）÷2＝2.4（km/時）です。

（3）　 B3 特定の状況を仮定する視点を変える 置換
7.2＋2.4＝9.6（km/時）　……ボートの静水時の速さ

9.6＋1.6＝11.2（km/時）　……この日のボートの下りの速さ

9.6－1.6＝8（km/時）　……この日のボートの上りの速さ

ここで、A地点からB地点までの道のりを１として、（1）・（2）の日のボートの平均の速さ

と、（3）の日のボートの平均の速さを比べます。

（1＋1）÷（1÷7.2＋1÷12）＝9（km/時）　……（1）・（2）の日の平均の速さ

（1＋1）÷（1÷8＋1÷11.2）＝9 13（km/時）　……（3）の日の平均の速さ

よって、（1）・（2）の日と（3）の日の、ボートが往復するのにかかる時間の比は、速さの比

の逆比の9 13 ：9＝28：27となります。この比の差の1（＝28－27）が２分にあたります。

2×28＝56（分）　……（1）・（2）の日の、往復にかかる時間

よって、A地点からB地点までの道のりは、9× 56
60 ÷2＝4.2（km）です。

算数─解答と解説
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（配点）　　（4）体積、（5）、（6）、　（5）、　（8）、　（5）……各 4 点
　　　  上記以外　各 3 点
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1 32 4

生 物 多 様 性

A B A イ、エ、オ

イ 水の状態によって体積が変化するから。

オ ア、エ イ、エ イ

コ カア ソ サ

40000 10000000分の1

【例】

アサリをとる量を減らしつつ、ホンビノスガイを

用いた料理の普及に努める。

【例】

理科─解答と解説



1
（1） （2）

21  （完答）22

23

（3）

24

（5）

 27

cm3

4

（5）

38

2

（4）

25 26

cm3色 体
積

（6）

28 29

cm3 cm3塩
酸

気
体

① ②

（1） （2）

30 31  32 33

発
生
し
た
気
体

加えた水酸化ナトリウム水溶液

500

0 10

（cm3）

①

（3） （4）

34 35  36  （完答）37

3
（1） （2）

39 40

（3） （4） （5） （6）

41  （完答）42  （完答） 43 44

（1） （2） （3） （4） （5）

47 48 49 50 51

（7） （8）

45 46

km 倍

色

③ ⑤

1000

（cm3）

イ ウア

水素 イ、ウ、キ

カ ア エ

エ

15

黄 480

12 1440

（配点）　　（4）体積、（5）、（6）、　（5）、　（8）、　（5）……各 4 点
　　　  上記以外　各 3 点
　　　  計100点

1 32 4

生 物 多 様 性

A B A イ、エ、オ

イ 水の状態によって体積が変化するから。

オ ア、エ イ、エ イ

コ カア ソ サ

40000 10000000分の1

【例】

アサリをとる量を減らしつつ、ホンビノスガイを

用いた料理の普及に努める。

【例】

理科─解答と解説



【解　説】

1　水
すい

溶
よう

液
えき

の性質と気体の発生についての問題

（1）①　 A1 知識
　　�　マグネシウムは水酸化ナトリウム水溶液とは反応せず、塩酸と反応することによって水素

が発生します。

　　②　 A2 知識
　　�　塩酸とマグネシウムが反応することによって発生した水素は水に溶

と

けにくく、空気よりと

ても軽いといった性質があります。また、火のついた線
せん

香
こう

などを用いて空気中で水素に点火

すると、『ポン』と音を立てて小さなばく発が起こり、あとに水
すい

蒸
じょう

気
き

ができます。

（2）　 B1 置換
　解答らんにあるグラフにおいて、横軸

じく

の１目もり

が１cm3、縦
たて

軸の１目もりが100cm3であることに注

意して、まずはじめに横軸が０で縦軸が960と考え

られる場所に点を記入します。同様にして、横軸が

２で縦軸が960、横軸が４で縦軸が880、横軸が６で

縦軸が720、横軸が８で縦軸が560となる場所にも点

を記入します。次に、縦軸の値
あたい

に注目すると、ビー

カーＡからＢにかけて960cm3のままで変化していま

せんが、ビーカーＣからＤとビーカーＤからＥにかけては、160cm3ずつ規則正しく減少している

ことがわかります。このことから、横軸が３になるまでは値が960のまま変化せず、そこから残

りの３つの点を通過するように直線を描
か

いたものが、正しい答えのグラフとなります。

（3）　 B1 理由
　酸性の水溶液である塩酸に、アルカリ性の水酸化ナトリウム水溶液を加えると、中性の水溶液

である食塩水ができます。このような酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜることを中和（反

応）といい、水酸化ナトリウム水溶液を２cm3加えたビーカーＢでは、まだ多くの塩酸が中和され

ることなく残っていると考えられます。したがって、ビーカーＡとＢのどちらにも1.2gのマグネ

シウムをすべて溶かすのに十分な塩酸があり、エのような状態になっているとわかります。

（4）　 B2 比較抽象化
　ビーカーＣからＤやビーカーＤからＥへと、加える水酸化ナトリウム水溶液の量を２cm3増や

すごとに、発生する水素の体積が160cm3ずつ規則正しくへっていることがわかります。したがっ

て、ビーカーＥからさらに１cm3だけ水酸化ナトリウム水溶液の加える量を増やすと、発生する

水素の体積は80cm3へって、560－80＝480（cm3）になると考えられます。また、1.2gのマグネシウ

ムを加えたときに水素が発生したことから、はじめビーカーに入れた10cm3の塩酸すべては中和

されていない状態なので、BTB溶液を数滴加えたときは黄色になることもわかります。

発
生
し
た
気
体

加えた水酸化ナトリウム水溶液

1000

500

0 10 （cm3）

（cm3）
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（5）　 B2 比較抽象化
　加える水酸化ナトリウム水溶液の量を２cm3増やすごとに、発生する水素の体積が160cm3ずつ

規則正しくへっていることから、ビーカーＥよりもさらに、2× 560
160 ＝7（cm

3）だけ加える水酸

化ナトリウム水溶液の量を増やした、8＋7＝15（cm3）のときに、10cm3の塩酸すべてが中和されて、

ビーカーの中は食塩水だけになるとわかります。すると、マグネシウムリボンを加えても水素が

発生しなくなります。

（6）　 B3 比較抽象化
　（5）により、10cm3の塩酸に15cm3の水酸化ナトリウム水溶液を加えると、どちらもあまること

なく反応して中性の食塩水となり、その比は２：３であることがわかります。一方、加える水酸

化ナトリウム水溶液の量を２cm3増やすごとに、発生する水素の体積が960cm3から０cm3まで

160cm3ずつ規則正しくへっていることから、2× 960
160 ＝12（cm

3）の水酸化ナトリウム水溶液と完

全に中和する、12× 2
3 ＝8（cm

3）の塩酸があれば、1.2gのマグネシウムリボンをすべて溶かせる

ことがわかります。したがって、この 3
2 倍となる1.8gのマグネシウムリボンをすべて溶かすに

は、8× 3
2 ＝12（cm

3）の塩酸が必要で、発生する水素の体積も、960× 3
2 ＝1440（cm

3）となる

ことがわかります。

2　生物と環
かん

境
きょう

のかかわりについての問題

（1）　 A2 知識
　①　ある環境とそこにすむ生物とを１つのまとまりとしたものを生

せい

態
たい

系
けい

とよんでいます。

　③�　ある地
ち

域
いき

に本来いなかった生物で、ほかの地域から何らかの原因で持ちこまれて、そこで

子孫を残すようになって定着したものを外来生物、もしくは帰化生物とよんでいます。

　⑤�　生態系をこわさないようにするためには、現在起きているいろいろな問題に対し、次世代

になっても持続可能な方法で解決することが必要です。その例としては、石油・石炭・天然

ガスといった１度使うとなくなってしまう化石燃料から、再生可能なエネルギーの利用に切

りかえることなどがあげられます。

（2）　 A2 知識
　環境が大きく変化すると、それにたえられなかった生物の数が大きくへります。すると、食物

連
れん

鎖
さ

の関係がくずれてほかの生物にも影
えい

響
きょう

をあたえることになります。このようなことから、生

態系をこわさないようにするために、さまざまな環境で生きられる多くの種類の生物が共存でき

ることが重要だとわかります。これを生物多様性とよんでいます。

（3）　 A2 知識 分類
　外来生物が日本に持ちこまれる原因には、人間が観賞用や生活を便利にする目的などで外国か

ら運びこんだ意図的なものと、貿易のために外国との間を行き来する船やその荷物などに偶
ぐう

然
ぜん

く

っついていたりする非意図的なものの２種類に分けられます。意図的なものの例としてはアライ
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グマやブラックバスなどがあり、非意図的なものの例としてはヒアリやセイヨウタンポポなどが

あります。

（4）　 A2 知識 分類
　使用してもなくなってしまうことがないものから作り出す（取り出す）エネルギーのことを再生

可能エネルギーとよんでいます。その例としては、太陽光発電やダムにためた水を利用して発電

する水力発電、食用とすることがなかったトウモロコシのしんから作られるバイオエタノールな

どといったバイオマス燃料があります。

（5）　 C1 関係 類推
　外来生物であるホンビノスガイは、もともと日本に生息していた在来種のアサリにくらべて成

長がはやいため、アサリはえさや住みかがうばわれて数をへらしています。すると、アサリの漁

をして生活する人にとっては収
しゅう

入
にゅう

の面で大きな影響を受けることが予想されます。そこで、漁師

の人がとるアサリの量を現在よりもへらしつつ、ホンビノスガイを使った料理を積極的に広める

などして、収
しゅう

穫
かく

量を増やすことなどがよい対
たい

策
さく

となります。この問題では、①正しい内容が書か

れているかどうか、②①に過不足がなく、文章の整合性に誤
あやま

りがないかどうか、③表記や表現に

誤りがないかどうかを中心に見ています。

3　単位の決め方についての問題

（1）　 B1 推論
　どんなに管理を厳

きび

しく行ったとしても、長年の間にわずかずつでも変化してしまう『キログラ

ム原器』と異
こと

なり、理論的に変化することがないと証明された量をもとにして決める方法がより

厳
げん

密
みつ

であるといえます。このように、自然界にあって長い年月が経過しても変わらない量のこと

を、問題の文中では『普
ふ

遍
へん

的な量』とよんでいます。

（2）　 B1 理由
　液体の水は４℃のときに体積が最小になり、それよりも温度が高かったり低かったりすると体

積が大きくなります。すると、同じ１Ｌの水の重さは４℃のときに最も重く、それ以外の温度で

は軽くなってしまうため、これを１kgの重さと決める方法では正確とはいえなくなってしまいま

す。この問題では、①正しい内容が書かれているかどうか、②①に過不足がなく、表記や表現に

誤りがないかどうかを中心に見ています。

（3）　 B1 比較抽象化
　光が１秒間に伝わる距

きょ

離
り

は30万kmなので、単位をmに直すと300000000m（３億m）になります。

一方、音が１秒間に伝わる距離は気温によって変化しますが、15℃のときで340mになります。

この問題では、およその数を選
せん

択
たく

肢
し

の中から選べばよいので、300000000と300で比べることに

よって、300000000÷300＝1000000（倍）と求められます。
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（4）　 A2 知識 具体化
　アでは、水中をななめに進んだ光が空気中へと出るときに屈

くっ

折
せつ

が起こります。エは、さまざま

な色の混ざった太陽の光が、雨上がりで空気中にただよう細かい水
すい

滴
てき

の中を通る間に、反
はん

射
しゃ

と屈

折をすることによって７色に分かれて見える現象です。イは直進する光の性質を利用したもの、

ウは反射する光の性質を利用したものです。

（5）　 B1 理由 推論
　昔は、ロケットに乗って宇宙から地球を見たりす

ることはできなかったため、身近に起こる現象から

地球の形を予想していました。イのような現象は、

右図のように水平線が丸くなっていることによって

起こります。また、地球のかげに入って満月が欠けて見えるエのような月食も、その欠けた部分

の形がそのまま地球のかげの形を示していることになるため、地球が球形であることの証明とな

ります。アは地球が太陽のまわりを公転していることによって起こる現象で、ウは地球が自転し

ていることによって起こる現象です。

（6）　 B1 置換 比較
　図において、とても遠くにある太陽

からアレクサンドリアやシエネに届く

光は平行なので、地球の中心と２地点

を結んだ角度にあたる緯
い

度
ど

の差と、そ

れと同位角の関係にある２地点間の太

陽高度の差7.2°が等しくなります。

（7）　 B1 抽象化
　中心角が7.2°のおうぎ形の弧

こ

の長さが800kmなので、地球１周にあたる円周全体の長さは、800

× 360
7.2 ＝40000（km）と求められます。

（8）　 置換B2 抽象化
　北極から赤道までの長さは、地球１周の 1

4 にあたるため、40000×
1
4 ＝10000（km）になり

ます。この10000kmをmの単位に変えると、10000000mになりますから、地球の大きさをもとに

した決め方では、北極から赤道までの距
きょ

離
り

を 1
10000000（1000万分の１）にしたものを１mにした

ことがわかります。

4　電流の流れ方についての問題

（1）　 B1 置換
　問題の図１のように正四面体の各辺に豆電球が配置されている回路の頂

ちょう

点
てん

Ａに電
でん

源
げん

のプラスを

つないだことにより、この頂点Ａから流れていくため、ここから電流の通り道をたどるようにし

7.2°

O
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て回路をわかりやすく書き直します。まず、頂点Ａから分かれる回

路は３つあり、豆電球ア１つだけを通過して電源のマイナス端
たん

子
し

に

つながれた頂点Ｂへと流れる回路があります。頂点Ａから分かれた

残りの２つは、豆電球エと豆電球イを通過して頂点Ｂへと流れる回

路と、豆電球オと豆電球ウを通過して頂点Ｂへと流れる回路になっ

ていますが、それぞれ２個の豆電球が直列につながれている中間地

点どうしが、豆電球カの接続された導線によって『橋わたし』されて

います。これらのことから、頂点Ａと頂点Ｂの間に接続された回路

は右の図①のようになるとわかります。

（2）　 B1 比較 関係
　豆電球エとイや豆電球オとウを通過する回路は、豆電球アだけを通過する回路にくらべて明ら

かに電流が流れにくくなっています。したがって、６個の豆電球の中ではアに一番大きな電流が

流れて最も明るくつくと考えられます。

（3）　 B1 比較 関係
　電流が流れる勢いのことを電圧とよんでいます。電源によって高められた電圧は、豆電球や電

熱線といった電気の流れをじゃまするもの（これを電気抵
てい

抗
こう

とよんでいます）を通過するたびに弱

められ（小さくなり）、電源のマイナス極では０になります。６個の豆電球の中で、２つの回路を『橋

わたし』している豆電球カが接続されている導線の両はしは、２個の豆電球が直列につながれて

いる回路のちょうど中間地点どうしを結んでいるため、この両はしの電圧は等しくなっています。

すると、この豆電球カには電流が流れずつきません。

（4）　 B2 比較 関係
　豆電球アは他の５個の豆電球と並

へい

列
れつ

つなぎになって電源に接続されているので、豆電球アを取

り外したあとも残りの回路に流れる電流の大きさに変化はありません。したがって、答えはソに

なります。

（5）　 B2 比較 関係
　豆電球イを取り外すと、回路は右の図②のようになります。すると、

⑶の理由から電流が流れていなかった豆電球カは、図中の矢印の向

きに電流が流れるようになり、はじめについていなかった豆電球が

つくようになります。

図①
オ ウ

エ イ
カ

ア

図②
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【解　説】

1　

問１　（1）　 A2 知識 推論

本州と四国を結ぶ橋を「本州四国連絡橋」といい、兵庫県と徳島県を結ぶ「神
こう

戸
べ

−鳴
なる と

門ルート」、

岡山県と香川県を結ぶ「児
こ

島
じま

−坂
さか

出
いで

ルート」、広島県と愛媛県を結ぶ「尾
おの

道
みち

−今
いま

治
ばり

ルート」が

建設されています。このうち児島−坂出ルートが最も早く完成し、このルート間の海
かい

峡
きょう

には、

上段は道路、下段は鉄道が通る２層構造の「瀬戸大橋（全長12kmあまり）」が架
か

けられています。

神戸−鳴門ルートは、淡
あわ

路
じ

島と徳島県を結ぶ大鳴門橋が先に架けられ、1998年（平成10年）４

月に本州と淡路島を結ぶ明石海峡大橋が完成したことにより、開通しました。

尾道−今治ルートは「瀬戸内しまなみ海道」と呼ばれ、1999年（平成11年）５月に完成しまし

た。瀬戸内海の島々を７本の橋で結んでおり、自動車のほか、自転車や歩行者も通れます。

なお、地図中のアは広島県尾道市、ウは兵庫県神戸市、エは愛媛県今治市、オは香川県坂出市、

カは徳島県鳴門市を、それぞれあらわしています。写真の「児島」から、児島−坂出ルートが

浮かび、児島が岡山県であることを思い出せば、解答がイであることがわかるのではないでし

ょうか。

（2）　①　 A3 知識 順序立てて変化をとらえる

消費税を支
し

払
はら

うのは商品やサービスを購
こう

入
にゅう

した消費者ですが、税を納
おさ

めるのは商品やサービス

を販
はん

売
ばい

したお店になります。つまり、租
そ

税
ぜい

負
ふ

担
たん

者
しゃ

は買い手ですが、納
のう

税
ぜい

者は売り手となるのです。

このような税を「間接税」といいます。一方、個人の所得に対してかかる所得税や企
き

業
ぎょう

の所得

に対してかかる法人税など、租税負担者と納税者が同じである税を「直接税」といいます。なお、

消費税は生活必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

にも課税されるため、「ウ」の文にあるように、所得の低い人にとっては

負担が重く（逆
ぎゃく

進
しん

課税）なってしまいます。

※１　�2017年度の消費税収入は、およそ17兆円もありました。これは、消費税１％あたり２兆

1250億円となります（17兆円÷８）。

※２　�消費税率が10％に引き上げられた後も、酒類等をのぞく飲食料品など暮
く

らしに欠かせな

い商品に対しては税率を８％に据
す

え置く「軽減税率」が導入されています。外食には軽

減税率が適用されないため、混
こん

乱
らん

すること（例：コンビニやスーパーマーケットで購入

したお弁当をどこで食べるかによって、税率が異
こと

なる）が予想されています。

②　 B1 情報を獲得する 調べる

　イの地方交付税交付金は約1.2倍、ウの公共事業関係費は約0.9倍（減少していることがわかり

ます）、エの文教及び科学振
しん

興
こう

費は約1.1倍、オの防衛関係費は約1.4倍ですので、社会保
ほ

障
しょう

関係

費に次いで約1.9倍に増加している項
こう

目
もく

は国
こく

債
さい

費
ひ

であることがわかります。
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問２　 A2 知識 推論

戦後初の内閣として1945年（昭和20年）８月17日に成立した東
ひがし

久
く

邇
にの

宮
みや

稔
なる

彦
ひこ

内閣は、敗戦処
しょ

理
り

に

皇室の権
けん

威
い

が必要であるとの理由から誕
たん

生
じょう

しましたが、GHQによる民主化政策などの衝
しょう

撃
げき

が強

く、10月９日に幣
しで

原
はら

喜
き

重
じゅう

郎
ろう

内閣が成立するまでのわずか54日の短命に終わりました。

※１　�問題文に「東久邇宮稔彦内閣はポツダム宣言を受け入れて総辞職した鈴
すず

木
き

貫
かん

太
た

郎
ろう

内閣の

あとを受けて戦後直後に成立」とあるので、終戦の日が８月15日であることがわかれば、

そこから54日以内の出来事である解答（９月２日）が判断できます。

※２　�東久邇宮内閣の出来事として、満
まん

州
しゅう

国
こく

の消
しょう

滅
めつ

（８月18日）、GHQのマッカーサー元
げん

帥
すい

の

来日（厚木飛行場・８月30日）、降
こう

伏
ふく

文書の正式調印（９月２日）、超
ちょう

大型の枕
まくら

崎
ざき

台風上

陸（９月17日）、墨
すみ

塗
ぬ

り教科書の使用開始（９月20日）、昭和天皇のマッカーサー元帥訪

問（９月27日。このとき撮
さつ

影
えい

された写真は有名です）などがあります。

※３　�降
こう

伏
ふく

文書には、ポツダム宣
せん

言
げん

の正式受
じゅ

諾
だく

や戦
せん

闘
とう

行為の停止などが規定されていました。

つまり、この文書が正式調印されるまで樺
から

太
ふと

などでは戦闘状態が続いており、８月15日

以後も多数の戦死者が出てしまいました。

※４　�アの３月10日（1945年）は約12万人が死
し

傷
しょう

した「東京大空
くう

襲
しゅう

」の行われた日、イの８月

15日（1945年）は昭和天皇が終戦をラジオで国民に告げた「玉
ぎょく

音
おん

放送」の行われた日（天

皇の裁
さい

決
けつ

でポツダム宣言受
じゅ

諾
だく

が決定されたのは、前日の８月14日です）、エの12月８日

（1941年）は太平洋戦争の始まった日（真
しん

珠
じゅ

湾
わん

攻撃・マレー半島上陸）です。1945年８

月６日（広島に原子爆
ばく

弾
だん

が投下された日）と８月９日（長崎に原子爆弾が投下された日）

もおさえておきましょう。

問３　（1）　 A2 知識 比較

ア：�第二次世界大戦後の1949年、ドイツは東西に分断され、かつての首都だったベルリンは社

会主義体制をとる東ドイツ領内となり、東西に分けられました。1950年代に入り、東ドイ

ツから西ベルリン経
けい

由
ゆ

で資本主義体制をとる西ドイツへ逃れる人が大量に出たため、1961

年、東ドイツとソ連が西ベルリンを取り囲む壁
かべ

を築いたのです。これが「ベルリンの壁」で、

冷戦の象
しょう

徴
ちょう

となりましたが、1989年に市民の手によって破
は

壊
かい

され、翌1990年の東西ドイツ

統一へのきっかけとなりました。なお、「鉄のカーテン」とはイギリスの元首相チャーチ

ルが演説のなかで述べたことばで、バルト海からアドリア海にかけての大陸を横切る線を

いい、東西両陣
じん

営
えい

の境界線を示すことばとして、冷戦時代に使われました。

イ：�自衛隊の発足は1954年ですので、朝
ちょう

鮮
せん

戦争が始まった1950年には、まだ存
そん

在
ざい

していません。

存在していたとしても日本国憲
けん

法
ぽう

第９条で海外派兵が禁止されているので、韓国に派
は

遣
けん

さ

れることはなかったと考えられます。

※�朝鮮戦争が始まった1950年に組織されたのは「警
けい

察
さつ

予備隊」で、これはマッカーサー（GHQ）
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の要
よう

請
せい

によるものでした。朝鮮に出動した在日米軍の空白を埋
う

める（警察力を補
おぎな

う）ことが

目的で、２年後に「保安隊」へ、さらに２年後の1954年に「自衛隊」へと改
かい

称
しょう

・組織変
へん

更
こう

さ

れました。

エ：�ASEAN（アセアン：東南アジア諸国連合）は、東南アジアの経済的発展や社会の進歩、

文化の発展などを促
そく

進
しん

する目的（したがって、軍事組織ではありません）で、1967年にタ

イ、インドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポールの５か国で結成されました。

現在はこの５か国にベトナム、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ブルネイが加わり、10

か国で構成されています。

※１　�冷戦では「キューバ危
き

機
き

（1961年に社会主義国となったキューバにソ連のミサイル基地

がつくられていることを知ったアメリカのケネディ大統領が、翌年、キューバ海域を封
ふう

鎖
さ

したことによって発生した米ソの対立）」もおさえておきましょう。第三次世界大戦

または全面的な核
かく

戦争が発生するのでは、という緊
きん

張
ちょう

感が高まりましたが、ソ連のフル

シチョフ首相はミサイルを撤
てっ

去
きょ

し、アメリカもキューバを侵
しん

略
りゃく

しないことを約束したた

め、危機は回避されました。

※２　�冷戦が激
げき

化
か

した1949年、アメリカを中心とする資本主義諸
しょ

国
こく

（西側）は集団安全保障組

織である「北大西洋条約機構（NATO）」を結成し、これに対抗するため、ソ連を中心

とする社会主義諸国（東側）も1955年、「ワルシャワ条約機構（WTO）」を組織しました。

1991年に冷戦が終結するとワルシャワ条約機構は解散しましたが、北大西洋条約機構は

性格を変え、地域紛争をふくめた危機管理型の安全保障組織として存続しています。

※ウ：戦
せん

闘
とう

状態が長引いて（1965年～ 1973年）「泥
どろ

沼
ぬま

の戦争」と呼ばれたベトナム戦争でアメ

リカ軍が使用した「枯
か

れ葉
は

剤
ざい

」は、戦後、ベトナムでダイオキシンによる土
ど

壌
じょう

汚
お

染
せん

問題

を引き起こしてしまいました。

（2）　①　 B1 情報を獲得する 理由

バブルとは英語の「泡
あわ

、気
き

泡
ほう

」などを意味する単語で、ここから「経済が実体以上に、泡のよ

うにふくらんだ状態」をあらわす語として使われるようになりました。したがって、バブル経

済の崩
ほう

壊
かい

は「バブルがはじけた」と表現されています。以上のことから、第２段落の「実際の

価
か

値
ち

」があてはまることがわかります。

②　 B2 情報を獲得する 関係 推論

１ドル＝240円台から140円台になると、ドルに対して円の価値が上がることになります。この

ような状態を円高といいます。比で考えたり分数で考えたりすれば、わかりやすいのではない

でしょうか。

※ア：本文にある「1980年代前半、アメリカは日本に対して巨額な貿易赤字を抱
かか

えていた」は、

日本からみれば「アメリカに対して巨額な貿易黒字となっていた」ことになります。主語を正
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確に把
は

握
あく

してください。（問10（1）の「ア」なども同様）

問４　 A2 知識

国：�「PKO協力法」が制定された1992年９月、内戦の和平合意に深くかかわったカンボジアに

自衛隊が派遣され、内戦で荒
こう

廃
はい

した国道の修理や選挙の監
かん

視
し

などを行い、民主化の幕
まく

開け

を手伝いました（翌年９月まで）。

※�PKO活動はカンボジアのほか、東ティモール、シリアとイスラエルにまたがるゴラン高原、

アフガニスタン、ハイチ、南スーダンなどでも行われました。

位置：�地図中のカはバングラデシュ（人口は世界第８位の約１億７千万人もおり、人口密
みつ

度
ど

は

１km2あたり1116人となっています）、キはミャンマー（元ビルマ。アウンサン・スー・

チー氏などが政治を行っていますが、イスラム教徒の少数民族ロヒンギャ問題が発生し

ています）、クはタイ（世界第２位の米の輸出国で、日本の米の輸入先第１位となって

います）、コはベトナム（今年２月、２回目の米朝首
しゅ

脳
のう

会談が行われました）です。

※１　�1992年に「PKO協力法」が制定された背景には、前年の「湾
わん

岸
がん

戦争のトラウマ（心理的

な衝
しょう

撃
げき

）」がありました。問10（1）の文章で述べている通り、クウェートに侵攻したイ

ラクをアメリカ、ドイツ、フランスなどの多国
こく

籍
せき

軍が攻
こう

撃
げき

し、アメリカは日本にも参加

を依
い

頼
らい

したのですが、日本は憲法第９条を理由に断り（自衛隊を派遣すると、海外での

武力行使として憲法違
い

反
はん

になりかねない）、その代わりとして130億ドル（当時の為
かわ

替
せ

で

１兆5000億円）を拠
きょ

出
しゅつ

したのです。しかし、「日本は金を出しても人は出さない “小
こ

切
ぎっ

手
て

外交” をする」と批
ひ

判
はん

されてしまいました。そこで「日本も冷戦後の世界の安定のた

めに人
じん

的
てき

貢
こう

献
けん

をするべきだ」という意見が強まり、自由民主党
とう

・公明党・民社党の賛成

により「PKO協力法」が成立したのです。しかし、日本社会党と共産党は「自衛隊の海

外派兵につながる」として反発し、採決を遅
おく

らせる「牛
ぎゅう

歩
ほ

戦術」で対
たい

抗
こう

しました。

※２　�PKOは、（1）紛
ふん

争
そう

当事者間の停戦合意があること、（2）紛争当事者の受け入れ同意があ

ること、（3）中立性が維
い

持
じ

されていること、（4）前の３つの原則が満たされていない場

合は撤
てっ

収
しゅう

すること、（5）武器の使用は必要最小限度とすること、という「参加五原則」

にのっとって行われています。

※３　�2015年（平成27年）に「安全保障関連法」が成立し、離
はな

れた場所にいる国連関係者らが

武
ぶ

装
そう

集団などに襲われた場合、自衛隊が武器を使用して救助に行くという「駆
か

けつけ警
けい

護
ご

」が可能となりました。これにともない、2012年から道路などのインフラ（産業基
き

盤
ばん

・経済基盤）整備のため南スーダンに派遣されていた自衛隊に「駆けつけ警護」の任

務が付
ふ

与
よ

（2016年）されました。

　　　�なお、南スーダンでは2013年12月に内戦が発生し、2016年７月には首都ジュバで大規

模な戦闘がおき、治安が不安定化しました。このときのことを自衛隊員が日報に記した
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のですが、後の防衛大臣は「日報は存在しない」と発言して物
ぶつ

議
ぎ

をかもし（明らかな「PKO

参加五原則違反」になる、と野党が追及した）、大臣を辞任するにいたりました。南ス

ーダンに派遣されていた自衛隊は、2017年に撤
てっ

収
しゅう

しています。

※４　�PKO協力法は日本国憲法前文にある「国際社会において、名
めい

誉
よ

ある地位を占
し

めたい」と

いう決意をふまえて成立したものの、まだまだ課題が多いといえますね。

問５　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する 推論
問題文にある通り、1993年（平成５年）７月に行われた衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議員総選挙で自由民主党は過半

数割れし、「政治改革」を旗
はた

印
じるし

とした日本新党の細川内閣が誕生しました。グラフ中の政党の

名や、このときの衆議院の定数（511）などから、ウが正解であることがわかります。

※アは定数465の2017年（平成29年）10月、イは定数500の1996年（平成８年）10月、エは定数

480の2009年（平成21年）８月に行われた衆議院議員総選挙の結果をそれぞれあらわしていま

す。

問６　（1）　 A2 知識

ア：�1995年（平成７年）当時はまだ携
けい

帯
たい

電話は普
ふ

及
きゅう

しておらず、LINE（ライン）も存在して

いませんでした。有線電話が使用できなかったため、震災をきっかけとして携帯電話が普

及するようになり、平成６年度末に54万台ほどだった携帯電話は平成７年度末には139万

台をこえ、平成８年度末には288万台をこえるようになりました。

※�この文で述べられている内容は、2011年（平成23年）３月に発生した東日本大震災のときの

ことがらです。

イ：�震災後、多くのボランティアが駆けつけて瓦
が

礫
れき

の処理にあたったり被
ひ

災
さい

者
しゃ

に寄り添
そ

うなど

をしたため、ボランティアの存在が注目され、この年は後に「ボランティア元年」と呼ば

れました。

エ：この文で述べられている内容も、東日本大震災のときのことがらです。

（2）　①　 B1 情報を獲得する 再現する

264km2のうちの186km2ですので、186÷264＝0.7045……です。そこから70.4％であることがわ

かり、小数点以下を切り捨
す

てるので、70％が正解となります。

※１　�グアムなどへの移転もあり、沖縄の在日米軍の施
し

設
せつ

件数・面積は減少しています。

※２　�沖縄県の面積は2281km2ですので、県の面積の約８％を米軍基地が占めていることがわ

かり、面積1207km2の沖縄島の186km2を在日米軍の土地面積だと仮定すると（沖縄島以

外にも基地があるため）、約15.4％を占めていることがわかります。

※３　�沖縄県に次ぐ第２位の青森県には三
み

沢
さわ

基地（ロシアや北朝鮮を牽
けん

制
せい

する「北の槍
やり

」と呼

ばれています）などが、第３位の神奈川県には横須賀海軍基地などが、第４位の東京都

には横田基地などが置かれています。
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②　 A2 情報を獲得する 知識

アは1975年（昭和50年）に開かれた「沖縄国際海洋博
はく

覧
らん

会
かい

」の跡
あと

地
ち

につくられた「沖縄美
ちゅ

ら海
うみ

水族館」、ウは世界遺産の「斎場御嶽（せーふぁうたき）」、エは景勝地で知られる「万
まん

座
ざ

毛
もう

」

です。

※１　�宜
ぎ

野
の

湾
わん

市
し

の面積の約25％を占める「普
ふ

天
てん

間
ま

基地（飛行場）」は住宅密集地域に位置して

おり、「世界一危険な基地」と呼ばれています。また、嘉
か

手
で

納
な

町
ちょう

と沖
おき

縄
なわ

市
し

、北
ちゃ

谷
たん

町
ちょう

にま

たがる「嘉手納基地（飛行場）」は羽
はね

田
だ

空港の約２倍もあり、日本最大の面積をもって

います。

※２　�今年２月に行われた県民投票は普天間基地の名
な

護
ご

市
し

辺
へ

野
の

古
こ

への移設計画をめぐるもの

で、辺野古沿
えん

岸
がん

部の埋め立てに反対する票が72％をこえました。しかし、政府は辺野古

移設を改める考えはなく埋め立て工事を続けており、「民意を無
む

視
し

している」という声

が聞かれます。

※３　�アメリカは各国に軍隊を駐
ちゅう

留
りゅう

させており、その経費の一部を負
ふ

担
たん

させていますが、サウ

ジアラビアは約65％、韓国は40％などとなっているのに対し、日本の負担割
わり

合
あい

は74.5％

と、高くなっています。これは、日本が自主的な努力として負担している（米軍に守っ

てもらっている）という解
かい

釈
しゃく

から「思いやり予算」と呼ばれ、2019年度予算で1987億円

となっています。トランプ大統領は米軍駐留経費の負担増を各国に求めており、今後の

動向が注目されています。

問７　 B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する 推論
衆議院議員総選挙の投票率は民意を強く反映することもあって大きく変わることがあります

が、年代別投票率は大きく変わることはないようです。このことから、アは70歳
さい

以上、イは40

歳代、エは20歳代であることがわかると思います。10歳代の投票率が約40％ということは、５

人に２人しか投票に行っていないことになります。

※�今年７月に行われた参議院議員選挙の投票率は過去最低だった1995年（平成７年）の44.52

％に次ぐ低さ（48.80％）で、18・19歳の投票率は31.33％と、全体の投票率を大きく下回っ

てしまいました（抽
ちゅう

出
しゅつ

調査速報値）。理由として、関心が無い、投票したい候補者や政党が

ない、投票しても政治は変わらない、などが挙げられています。投票に行かないということ

は参政権の放
ほう

棄
き

となり、国民主権の原則もゆらいでしまうことになりかねません。大げさに

いえば、民主主義の危機といえるのかもしれませんね。

問８　 A2 情報を獲得する 知識
Ⅰ：�「否決」と「可決」が反対なので誤

あやま

りです。日本国憲法第69条には、「内閣は、衆議院で不

信任の決議案を可決し、又は信任の決議案を否
ひ

決
けつ

したときは、10日以内に衆議院が解散さ

れない限り、総辞職をしなければならない。」と規定されています。
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Ⅱ：�正しいです。日本国憲法第70条には、「内閣総理大臣が欠けたとき、又は衆議院議員総選

挙の後に初めて国会の召
しょう

集
しゅう

があったときは、総辞職をしなければならない。」と規定され

ています。

問９　 A3 知識 比較
2000年（平成12年）７月、九州・沖縄サミットが開かれ、クリントン大統領が出席しました。

沖縄でサミットを開くことは故・小渕首相が強く望んだことで、現職のアメリカ大統領が沖縄

に来たのは初めてのことでした。この西
せい

暦
れき

と沖縄を記念したこともあり、この年、守
しゅ

礼
れい

門
もん

がデ

ザインされた2000円札が発行されました。なお、2008年（平成20年）の「北海道洞
とう

爺
や

湖
こ

サミ

ット」にはブッシュ（子）大統領が、2016年（平成28年）の「伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

サミット」にはオバマ

大統領が出席しています。

※１　したがって、Ｂには北海道洞爺湖が、Ｘにはクリントン大統領があてはまります。

※２　�首
しゅ

里
り

城
じょう

のシンボルである守礼門は1945年の沖
おき

縄
なわ

戦
せん

で破壊されてしまいましたが、1992年

（平成４年）に復元されました。

※３　�表には守礼門、裏
うら

には源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

絵巻と紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

がデザインされている2000円札は最近見

かけなくなりましたが、沖縄県ではふつうに流通しています。

問10　（1）　 B2 情報を獲得する 関係 推論

オ：�アメリカで発生した同時多発テロ事件を指示したとみられたのが、オサマ＝ビン・ラディ

ンです。「悪の枢
すう

軸
じく

」と名指しされたのはイラン、イラク、北朝鮮の３か国で、同時多発

テロ事件とは関係ありません。

キ：�アメリカは「大量破壊兵器を製造・保持している」と断定してイラクを攻撃したのですが、

大量破壊兵器は発見されませんでした。

（2）　 B2 情報を獲得する 具体化 推論

国内の郵
ゆう

便
びん

物数（手紙や葉書）はSNSをはじめとするインターネットの普
ふ

及
きゅう

によって大きく減

っていますが（年賀状の減少からも、そのことがわかります）、荷物数はインターネット通販

の利用者が増えたことから、2000年度は約３億個だったのが、2016年度には約42億個へと激

増しています。これにともなって現在、郵便荷物配達員や宅配便従
じゅう

業
ぎょう

者
しゃ

（運転手）の不足、長

時間労働といった問題が発生しています。

問11　 B2 知識 推論

ちょっと難
むずか

しく感じられたかもしれませんが、今年も４月に知事や市区町村長、地方議会議員

を選出する統一地方選挙（選挙への関心を高めることや選挙費用をおさえるため、同じ時期に

選挙が行われることから、このように呼ばれています）と、７月に参議院議員選挙が行われま

した。今年は2007年から、ちょうど12年後にあたっていますね。そこで今年のえと（十二支）

を思い出すと「亥
い

年
どし

選挙」であることがわかります。
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問12　 A3 知識 比較

2025年、第一次ベビーブームの「団
だん

塊
かい

の世代」生まれの人々が、後期高齢者の75歳以上となり

ます。これによって75歳以上の人口は2180万人になると予想され、総人口の約18％を占めるこ

とになります。後期高齢者は病気がちになったり介護サービスを必要とする人が多く、75歳以

上の年間医
い

療
りょう

費
ひ

はひとりあたり平均91万円で、前期高齢者といえる65 ～ 74歳の約55万円を大

きく上まわるとともに、介
かい

護
ご

費
ひ

も平均53万円と、65 ～ 74歳の5.5万円の10倍近い額にのぼりま

す。このことは社会保障費に大きな影
えい

響
きょう

を与えるとともに、市町村によって運営されている介

護保険にも大きな影響をもたらすのです。

※ア：2017年現在、75歳以上の高齢者は全人口の約13.8％となっています。

　ウ：�「老老介護」は主に65歳以上の高齢者が、自分の親に限らず、年上の年代の人の介護に

たずさわることをいいます。

　エ：�国立社会保障・人口問題研究所は、今年４月、一人暮らしをする65歳以上の高齢者が「2040

年」に896万３千人となり、全都道府県で30％をこえてしまうという予想を発表しました。

　オ：�特別養護老人ホームは正式には「介護老人福祉施
し

設
せつ

」といい、2015年に制定された「医

療介護総合推
すい

進
しん

法
ほう

」により、「要介護３（寝
ね

たきりや認
にん

知
ち

症
しょう

などで介護が必要な人の度

合い）」以上の高齢者が入所できます。しかし、入所待ちの高齢者は50万人をこえてい

るため、介護士確保のほか、さまざまな問題を抱
かか

えています。

問13　 A3 知識 比較
裁
さい

判
ばん

員
いん

裁判は、地方裁判所において殺人や放火、傷
しょう

害
がい

などの重大な刑事事件を扱いますが、行

政裁判や民事裁判は取り扱いません（したがって「ウ」が誤りであることがわかります）。

※１　�裁判員裁判制度がはじまって今年で10年になりますが、この10年の間に裁判員の候
こう

補
ほ

者
しゃ

名
めい

簿
ぼ

に選ばれた人（通知が来るだけです）は約266万人、実際に裁判員をつとめた人は

約６万６千人にのぼります。

※２　�裁判員をやった人は、裁判が終了した後でも評議の内容を外部（妻や夫、子であっても）

にもらすことはできません。このようなことを「守
しゅ

秘
ひ

義務」といい、公務員や弁護士、

医師などにもこの義務が課されています。

問14　 A2 知識

「サービス残業」というのは残業代をもらわずに働くこと（つまり「ただ働き」）をいい、これ

を企業が社員に押しつけることが問題となりました（こうした企業を「ブラック企業」といい

ます）。過労死は残業代の支払いのあるなしにかかわらず、長時間労働によって発生してしま

います。それを防ぐために安倍内閣は昨年（2018年）６月、「働き方改革関連法」を成立させ、

仕事時間を自分で決められる「高度プロフェッショナル制度（高プロ）」が導入されたり、残

業時間の罰
ばっ

則
そく

つき上限規制などが決められました。
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※�不景気で物やサービスが売れなくなる→商品やサービスの値段が下がる→企業の利益が減る

→賃金が下げられたり、リストラなどが行われる→所得が減少し、物やサービスを買い控え

る→物やサービスが売れなくなり、さらに値段が下がる→企業の業績が悪化する→景気が悪

化する→不景気で物やサービスが売れなくなる……という悪循
じゅん

環
かん

を「デフレスパイラル（ス

パイラルとは、渦
うず

巻
ま

き状態のこと）」といいます。

問15　 B1 比較 推論 具体化
　国土地理院は2011年（平成23年）４月、東日本大震災で被災した岩手、宮城、福島３県で行

った地
じ

盤
ばん

変化の調査結果を発表しましたが、それによると本
ほん

震
しん

や余
よ

震
しん

による地
ち

殻
かく

の変動により、

調査した沿岸部の28地点すべてで震災前より沈
ちん

下
か

していたことがわかりました。その数値の一

部は問題の表に示した通りですが、仙台平野では津波による塩害に地盤沈下が加わって「復旧

には10年かかる」と指摘され、稲
いな

作
さく

農家は深刻な問題を抱えたのです。

※１　�福島県では原発事故による農地の放
ほう

射
しゃ

能
のう

汚
お

染
せん

が深刻化し、さらに良くないうわさの「 風
ふう

評
ひょう

被害」も広がって、現在でも農業や水産業にとって大きな痛
いた

手
で

となっています。

※２　�日本海に浮かぶ新潟県の粟
あわ

島
しま

は、1964年（昭和39年）６月16日に発生した「新潟地震」

により、島全体が約１ｍも隆
りゅう

起
き

しました。

問16　 B1 情報を獲得する 再現する
１ドル＝115円のとき、10万ドルの世界一周旅行をすると1150万円かかりますが、１ドル＝75

円では750万円ですみます（すみます、といっても、高額ですが）。よって、1150万－750万＝

400万（円）であることがわかります。

※（115－75）×10万＝400万（円）という計算もできますね。

問17　（1）　 A3 知識 比較

ア：「金
きん

融
ゆう

引き締
し

めを目的として」が誤りです。

※�2008年（平成20年）に発生した「リーマンショック（アメリカの大手証
しょう

券
けん

会社『リーマン・

ブラザーズ』が経営破
は

綻
たん

＝倒
とう

産
さん

したことによって発生した、世界的な経済混乱）」による世

界的な不景気に加え、３年後に発生した東日本大震災により、日本経済は大きな打撃を受け

ました。

　�そこでデフレ脱
だっ

却
きゃく

と経済成長を掲
かか

げて成立した安倍内閣は「アベノミクス」と呼ばれる経済

政策を発表し、日本経済の活性化を目指すことになったのです。なお、「三本の矢」とは「大

胆な金融緩
かん

和
わ

政策（ここから、『金融引き締めを目的として』が誤りであることがわかります）、

機動的な財政政策、民間投資をうながす成長戦略」の３つをいい、「新・三本の矢」とは「希

望を生み出す経済、夢をつむぐ子育て支援、安心につながる社会保障」の３つをいいます。

イ：「日本国憲法第９条の改正を行い」が誤りです。

※１　�2014年（平成26年）７月、安倍内閣は日本国憲法第９条の解釈を変更（ここから、「日
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本国憲法第９条の改正を行い」が誤りであることがわかります）し、日本の存
そん

立
りつ

危機事

態が発生した場合、集団的自衛権を使って反撃することは憲法上許される、としました。

この具体的な取り決めとして翌年９月、安全保障関連法が成立したことは問題文にある

通りです。なお、安倍内閣はこのような動きを「積極的平和主義」と呼んでいます。

※２　�湾岸戦争後、歴代内閣によってPKO協力法（前述）をはじめとするさまざまな法整備が

行われてきました。制定された主な法は、次の通りです。

西暦 制定された法の名 主な内容
1999

2001

2003

〃

2004

2009

周辺事態法

テロ対策特別措
そ

置
ち

法

イラク復興支援特別措置法

有
ゆう

事
じ

関連三法

有事関連七法

海
かい

賊
ぞく

対
たい

処
しょ

法

自衛隊が米軍に軍事協力できる。

対テロ戦争での米軍の後方支援。

イラクの非戦闘地域で活動する。

武力攻撃事態法などが成立。

国民保護法などが成立。

海賊行
こう

為
い

に対し、武器使用可能。

ウ：「地方議会の議席の半分を女性に割り当てることを目的とした」が誤りです。

※１　�「政治分野における男女共同参画推進法」は、選挙で男女の候補者をできるかぎり均等

にするよう政党に求めたもの（ここから、「地方議会の議席の半分を女性に割り当てる

ことを目的とした」が誤りであることがわかります）で、あまりに少ない女性の議員を

増やすことを目的として制定されました。

※２　�今年４月に行われた統一地方選挙は、この法律が施行されてから初めての選挙だったの

で注目されました。41の道府県で行われた道府県議会議員選挙では過去最多の237人が

当選しましたが、定数（2277）に占める割合は10.4％と、初めて10％をこえたものの、

まだまだ少ない結果に終わりました。

※３　�今年７月に行われた参議院議員選挙では、立候補した370人のうち女性が過去最高の104

人と、全体の約28％を占めました。しかし、当選者は28人で、過去最多となった前回選

挙と同数だったとはいえ、まだまだ少ないといえるでしょう。

オ：「永住権を認め」が誤りです。

※�日本にはおよそ130万人の外国人労働者がいますが、仕事をするための在
ざい

留
りゅう

資格が認められ

ているのは医師や研究者など、専門的分野に限られていました。今回の法改正により、事実

上の単純労働でも、人手の足りない産業分野に限って外国人労働者を受け入れることになっ

たのです。政府は介護や建設、外食、農業など14業種を対象として、５年間で最大34万５千

人の受け入れを見込んでいます。在留期限は最長５年（ここから、「永住権を認め」が誤り

であることがわかります）とし、以後は技能の試験を行うことによって、在留期限が更
こう

新
しん

さ

れていく仕組みとなっています。

社会─解答と解説



※エ：�TPPには日本、チリ、ペルー、メキシコ、カナダ、ベトナム、マレーシア、シンガポー

ル、ブルネイ、オーストラリア、ニュージーランドの11か国が参加しており、日本とこ

の10か国との貿易総額（輸出＋輸入）は23兆2386億円にものぼります。これは、日本と

アメリカとの貿易総額（23兆2038億円）をやや上回る金額となっています。

（2）　 B1 情報を獲得する 調べる

表から、シンガポールに対して日本は貿易黒字（輸出の方が多い）であることが、他の４か国

に対して日本は貿易赤字（輸入の方が多い）であることがわかります。

　貿易のグラフの％は輸出（または輸入）の金額を貿易総額で割れば出ますので、ベトナムの

輸出額（１兆6881億円）÷貿易総額（３兆7672億円）＝0.448……となることから、輸出が

44.8％をあらわしているウが正解とわかります。なお、グラフのアはオーストラリア、イはマ

レーシア、エはカナダを、それぞれあらわしています。

（3）　 A3 知識 順序立てて変化をとらえる

この地図記号（ ）は「自然災害伝
でん

承
しょう

碑
ひ

」といい、過去に発生した津波や洪水、火山災害、土
砂災害などの自然災害の情報を伝える石碑やモニュメント（記念碑）をあらわしています（こ

れまでは、すべて石碑（ ）にふくまれていました）。
　昨年７月の西日本豪

ごう

雨
う

で被災した地域のなかには100年以上前の水害の石碑がありましたが、

地図には掲
けい

載
さい

されておらず、十分に防災意識が伝わっていませんでした。こうした反省から、

新しい地図記号がつくられることになったのです。今年６月には西日本豪雨の被災地で石碑な

ど約20か所が載せられ、以後、東日本大震災などの被災地も順
じゅん

次
じ

加えられていくことになって

います。なお、新しい地図記号が作られたのは、2006年（平成18年）の「風力発電用風車（ ）」
と「老人ホーム（ ）」以来、13年ぶりのことでした。

【参考：平成時代の大きな自然災害】

西暦 月 発生した自然災害 西暦 月 発生した自然災害

1991

1993

1995

1999

2000

〃

〃

2004

2007

2011

６

７

１

６

３

７

10

10

７

３

雲
うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ

火
か

砕
さい

流
りゅう

北海道南西沖地震

阪
はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大震災

広島土
ど

砂
しゃ

災害

有
う

珠
す

山
ざん

噴
ふん

火
か

三
み

宅
やけ

島
じま

噴火

鳥取県西部地震

新潟県中
ちゅう

越
えつ

地震

新潟県中越沖地震

東日本大震災

2011

2013

2014

〃

2016

〃

2017

2018

〃

〃

９

10

８

９

４

８

７

６

７

９

台風12号の豪雨

台風26号の豪雨

広島土砂災害

御
おん

嶽
たけ

山
さん

噴火

熊本地震

台風10号の豪雨

九州北部豪雨

大阪北部地震

西日本豪雨

北海道地震

社会─解答と解説



（4）　 A3 知識 比較

アは710年、イは708年、ウは743年、エは794年、オは701年ですので、これを並べ替えると「オ

→イ→ア→ウ→エ」となり、４番目はウであることがわかります。なお、墾
こん

田
でん

永年私財法が出

された743年、聖
しょう

武
む

天皇は「大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の 詔
みことのり

」も出しています。

※１　�万葉集を編集したのは大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

（？～ 785年。九州で異民族の隼
はや

人
と

を征
せい

伐
ばつ

した大
おお

伴
ともの

旅
たび

人
と

の子）といわれており、万葉集には家持の歌がもっとも多く載せられています。

※２　�万葉集には、山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

の「貧
ひん

窮
きゅう

問
もん

答
どう

歌
か

」や防
さき

人
もり

の歌など、約4500首もの和歌や長
ちょう

歌
か

など

がおさめられています。

（5）　 A3 知識

千円札（紙
し

幣
へい

）の肖
しょう

像
ぞう

は細
さい

菌
きん

学者でペスト菌を発見したり破
は

傷
しょう

風
ふう

の血
けっ

清
せい

療
りょう

法
ほう

を確立した北
きた

里
ざと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

、五千円札の肖像は女子教育家で津
つ

田
だ

塾
じゅく

大学を創
そう

立
りつ

した津
つ

田
だ

梅
うめ

子
こ

、一万円札の肖像は事業

家で「日本の資本主義の父」と呼
よ

ばれている渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

です。

※１　�北里柴三郎（1852 ～ 1931年）は熊本県阿
あ

蘇
そ

の出身で、東京大学卒業後ドイツに留学し

て細菌学者のコッホ（コレラ菌を発見し「近代細菌学の祖
そ

」と呼ばれています）に学び、

破傷風の免
めん

疫
えき

血
けっ

清
せい

療
りょう

法
ほう

を確立しました。ペスト菌を発見した後の1915年（大正４年）に

北里研究所（北里大学の前身）を設立し、２年後には慶
けい

応
おう

大学初代医学部長となり、

1923年（大正12年）には日本医師会の初代会長をつとめました。

※２　�津田梅子（1864 ～ 1929年）は江戸（東京）に生まれ、1871年（明治４年）に日本最初

の女子留学生のひとりとして岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

使節団とともにアメリカに渡
わた

り、再留学後の1900

年（明治33年）、女子英学塾（のちの津田塾大学）を創立しました。女子教育の先
せん

駆
く

者
しゃ

として知られています。

※３　�渋沢栄一（1840 ～ 1931年）は埼玉県深谷市の富農の家に生まれ、尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

運
うん

動
どう

に加わ

りましたが、1863年に徳
とく

川
がわ

慶
よし

喜
のぶ

に仕
つか

え、慶喜の弟（徳川昭
あき

武
たけ

）にしたがって約２年間、

ヨーロッパに遊学しました。帰国後は明治新政府に仕えましたが、実業界に転
てん

身
しん

し、日

本の資本主義の発達につくしました。日本最初の銀行（第一国立銀行：現みずほ銀行）

をはじめ、王子製紙（現 王子ホールディングス日本製紙）や清水満之助商店（現 清水

建設）、大日本麦酒（現 アサヒビール、サッポロビール）、田園都市（現 東京急行電鉄）、

秩父セメント（現 太平洋セメント）、帝
てい

国
こく

ホテル、東京瓦斯（ガス）、東京電
でん

燈
とう

（現 東

京電力）など、約500にのぼる企業の設立に携
たずさ

わりました。
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完
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答
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往
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オ

イ
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エ

ウ
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録

補

給

朗
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簡
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昨

日

こ
う
せ
き

こ
く
も
つ

た
だ

ゆ
か
た

せ
っ
ぱ
ん

僕

の

記

憶

か

ま

っ

て

い

る

ウ

ア

ア
、
エ

定

型

化

適

切

　

　

不

適

切

電

車

の

中

で

迷

い

子

に

な

り

、

途

方

に

暮

れ

て

い

る

自

分

に

何

の

関

心

も

示

さ

な

い

乗

客

た

ち

大

人

は

、

自

分

を

包

み

込

ん

で

く

れ

る

世

界

そ

の

も

の

だ

っ

た

母

が

、

今

や

自

分

を

待

つ

だ

け

の

小

さ

な

存

在

に

変

化

し

た

こ

と

に

気

づ

き

、

一

人

で

世

界

に

向

き

合

っ

て

生

き

る

孤

独

を

悟

る

か

ら

。

わ

た

し

は

、

大

人

に

な

る

過

程

で

親

に

し

て

も

ら

っ

て

い

た

こ

と

の

多

く

を

自

分

の

力

だ

け

で

す

る

経

験

が

必

要

だ

と

思

う

。

な

ぜ

な

ら

、

自

立

し

た

大

人

に

な

る

た

め

に

は

自

分

の

判

断

で

自

分

の

行

動

を

決

め

る

こ

と

が

第

一

歩

に

な

る

と

思

う

か

ら

だ

。

自

分

を

庇

護

し

て

く

れ

る

存

在

か

ら

思

い

が

け

ず

離

れ

、

見

知

ら

ぬ

他

者

の

世

界

と

向

き

合

う

【例】 【例】

自

由

は

他

者

と

の

協

同

的

な

努

力

に

よ

っ

て

達

成

さ

れ

る

が

、

日

常

に

お

け

る

振

る

舞

い

が

決

ま

り

ご

と

に

よ

っ

て

支

配

さ

れ

て

し

ま

う

の

で

あ

れ

ば

、

そ

れ

は

自

由

な

状

態

と

は

い

え

な

い

と

い

う

こ

と

。

【例】 【例】 【例】 【例】

　問二、　問一～問三……各４点
　問四、問七、問八、　問四～問七、問九……各５点
　問一、問三、問五、問六、　問八……各10点
　……各２点
計150点

（配点）
1 2
1
1 2

2

3

1
度
目
の
失
敗
は
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
て
い
た
母
か
ら
離
れ
て
見
て
い
た
風
景
に

夢
中
に
な
り
降
り
る
駅
で
降
り
な
か
っ
た
こ
と
で
、
２
度
目
の
失
敗
は
既
に
電
車

が
次
の
駅
を
通
過
し
た
後
に
次
の
駅
で
降
り
れ
ば
歩
い
て
帰
れ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
こ
と
。
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す

る

経

験

が

必

要

だ

と

思

う

。

な

ぜ

な

ら

、

自

立

し

た

大

人

に

な

る

た

め

に

は

自

分

の

判

断

で

自

分

の

行

動

を

決

め

る

こ

と

が

第

一

歩

に

な

る

と

思

う

か

ら

だ

。

自

分

を

庇

護

し

て

く

れ

る

存

在

か

ら

思

い

が

け

ず

離

れ

、

見

知

ら

ぬ

他

者

の

世

界

と

向

き

合

う

【例】 【例】

自

由

は

他

者

と

の

協

同

的

な

努

力

に

よ

っ

て

達

成

さ

れ

る

が

、

日

常

に

お

け

る

振

る

舞

い

が

決

ま

り

ご

と

に

よ

っ

て

支

配

さ

れ

て

し

ま

う

の

で

あ

れ

ば

、

そ

れ

は

自

由

な

状

態

と

は

い

え

な

い

と

い

う

こ

と

。

【例】 【例】 【例】 【例】

　問二、　問一～問三……各４点
　問四、問七、問八、　問四～問七、問九……各５点
　問一、問三、問五、問六、　問八……各10点
　……各２点
計150点

（配点）
1 2
1
1 2

2

3

1
度
目
の
失
敗
は
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
て
い
た
母
か
ら
離
れ
て
見
て
い
た
風
景
に

夢
中
に
な
り
降
り
る
駅
で
降
り
な
か
っ
た
こ
と
で
、
２
度
目
の
失
敗
は
既
に
電
車

が
次
の
駅
を
通
過
し
た
後
に
次
の
駅
で
降
り
れ
ば
歩
い
て
帰
れ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
こ
と
。
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問
一　

推
論
具
体
化

Ｂ
２
関
係
置
換

　
　　
線
部
①
が
あ
る
段だ
ん

落ら
く

の
一
つ
前
の
段
落
に
「
僕ぼ
く

は
視し

界か
い

か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
く
『
下し
も

赤あ
か

塚つ
か

』
と
い
う
駅
名
に
気
付
い
て
凍こ
お

り
つ
い
た
。

そ
れ
は
僕
た
ち
が
降お

り
る
は
ず
の
駅
だ
っ
た
」
と
あ
り
、
降
り
る
は
ず

の
駅
で
降
り
な
か
っ
た
こ
と
が
１
度
目
の
失
敗
に
あ
た
り
ま
す
。
２
度

目
の
失
敗
は　
線
部
①
の
す
ぐ
前
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
次
の
駅

で
降
り
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
家
ま
で
は
小
学
校
の
通
学
路
だ
。
ひ
と
り
で

も
な
ん
と
か
家
に
辿た
ど

り
着
け
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
部
分
と
、「
し
か
し
、

車
内
に
残
さ
れ
た
僕
が
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
の
は
、
既す
で

に
電
車
が
次

の
駅
を
通
過
し
た
後
だ
っ
た
」
と
い
う
部
分
か
ら
、
次
の
駅
で
降
り
れ

ば
歩
い
て
帰
れ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
が
遅お
そ

か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
２

度
目
の
失
敗
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
を
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
問
題

で
は
、
①
１
度
目
と
２
度
目
の
失
敗
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

②
①
に
過
不
足
が
な
い
か
、
③
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
を
中
心
に
見

て
い
ま
す
。

問
二　

具
体
化

Ｂ
１
知
識
置
換

　
　
「
右　

左　
」
の
す
ぐ
前
に
「
ど
う
し
よ
う
ど
う
し
よ
う
」「
僕

は
途と

方ほ
う

に
暮く

れ
て
」
な
ど
の
表
現
が
あ
り
ま
す
。「
右　
左　
」
は

こ
れ
ら
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
往
」
を

入
れ
て
で
き
る
「
右
往
左
往
」
が
正
解
で
す
。
右
往
左
往
は
「
わ
け
も

な
く
あ
ち
ら
に
行
っ
た
り
こ
ち
ら
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
」
と
い
う
意

味
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

問
三　

具
体
化

Ｂ
２
関
係
類
推

　
　　
線
部
②
「
そ
の
風
景
の
、
僕
と
の
無む

縁え
ん

さ
が
不
安
を
一い
っ

層そ
う

加

速
さ
せ
た
」
と
い
う
部
分
の
「
そ
の
」
は
、「
そ
の
時
の
、
僕
の
背
負

い
込こ

ん
だ
不
幸
に
は
何
の
関
心
も
示
さ
な
い
乗
客
た
ち
の
姿す
が
た

が
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
。そ
れ
は
ぞ
っ
と
す
る
く
ら
い
冷
た
い
風
景
だ
っ
た
」

と
い
う
部
分
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、　
の
後
に
は
「
の
冷

た
い
反
応
」
と
あ
る
の
で
、　
に
は
乗
客
の
様
子
が
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。「
そ
の
時
の
、
僕
の
背
負
い
込
ん
だ
不
幸
」

と
い
う
比ひ

喩ゆ

は
、
電
車
の
中
で
迷
い
子
に
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
よ
う

に
具
体
的
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
僕
に
対
す
る
乗
客

た
ち
の
反
応
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
、
②
①
に
過
不

足
が
な
い
か
、
③
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
を
中
心
に
見
て
い
ま
す
。

問
四　

具
体
化

Ｂ
１
関
係
比
較

　
　　
線
部
③
「
そ
の
瞬し
ゅ
ん

間か
ん

、
僕
の
中
か
ら
不
安
は
消
え
て
い
た
」
の

で
す
か
ら
、「
そ
の
瞬
間
」
の
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
、
不
安
が
消
え
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
駅
員
か
ら
も
ら
っ
た
菓
子
を
食
べ
て
、
母
親
に
今

度
こ
の
お
菓
子
を
買
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
こ
と
で
、
母
親
と
の
日

常
を
取
り
も
ど
せ
た
と
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
駅
員
が
菓
子
を
く
れ
た

り
、
ひ
と
組
の
母
娘
が
駅
員
を
呼
ん
で
く
れ
た
り
す
る
周
囲
の
や
さ
し

さ
が
な
け
れ
ば
不
安
は
消
え
ぬ
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
一
因
も
押
さ

え
て
お
く
べ
き
内
容
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
イ
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

問
五　

具
体
化

Ｂ
２
関
係
類
推

　
　　
線
部
④
に
あ
る
「
こ
の
よ
う
な
邂か
い

逅こ
う

」
と
は
、
思
い
が
け
ず

迷
い
子
に
な
る
経
験
の
こ
と
で
す
。「
こ
の
よ
う
な
」
が
指
し
示
す
内

1

★

★

★

★
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容
は
、「
自
分
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
庇ひ

護ご

し
て
く
れ
る
存
在
の
元
を

離は
な

れ
、『
他
者
』（
そ
れ
が
善ぜ
ん

意い

で
あ
れ
悪
意
で
あ
れ
）
と
し
て
の
世
界

と
向
き
合
う
」
と
い
う
部
分
で
す
。
ま
た
、「
予
行
演
習
と
し
て
暴
力
4

4

的
に
4

4

体
験
さ
せ
ら
れ
る
」
と
あ
る
の
で
、
迷
い
子
と
い
う
経
験
は
思
い

が
け
な
く
で
あ
っ
た
り
、
否
応
な
く
直
面
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
も
の
だ

と
い
う
部
分
も
、
お
さ
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
の
部
分
を
三
十
字
以
上
四
十
字
以
内
と
い
う
字
数
指
定
に
合
わ
せ
て

ま
と
め
ま
す
。
そ
の
時
に
、
書
く
べ
き
内
容
を
端た
ん

的て
き

に
表
す
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
自
分
を
無
条
件
に
受
け
入
れ
」
の
よ

う
に
、
説
明
に
必
要
な
い
言
葉
を
け
ず
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

こ
の
問
題
で
は
、
①
迷
い
子
と
は
ど
の
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
ら
れ
る
も

の
な
の
か
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
、
②
①
に
過
不
足
が
な
い
か
、
③
表

記
や
表
現
が
正
し
い
か
を
中
心
に
見
て
い
ま
す
。

問
六　

具
体
化

Ｂ
３
情
報
を
獲
得
す
る
推
論

　
　　
線
部
⑤
に
あ
る
「
そ
の
こ
と
」
と
は
、前
に
書
か
れ
た
「
母
は
、

自
分
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
世
界
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
世
界
の
片か
た

隅す
み

で
自
分
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
だ
け
の
小
さ
な
存
在
に
変
質
し
て
し
ま

う
」
と
い
う
部
分
を
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
今
度
は
こ
っ
そ
り
と

泣
く
」
こ
と
の
理
由
は
、
も
は
や
母
に
頼た
よ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
か

ら
は
「
孤こ

独ど
く

に
世
界
と
向
き
合
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
と

悟さ
と

っ
た
」
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
内
容
を
六
十
字
以
上

八
十
字
以
内
と
い
う
字
数
指
定
に
合
わ
せ
て
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
問
題

で
は
、
①
「
そ
の
こ
と
」
の
内
容
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
、

②
「
今
度
は
こ
っ
そ
り
泣
く
」
理
由
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
③
①
②
に

過
不
足
が
な
い
か
、
④
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
を
中
心
に
見
て
い
ま

す
。

問
七　

具
体
化

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
比
較

　
　　
線
部
⑥
「
全
く
覚
え
て
い
な
い
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ

れ
て
い
る
二
十
三
字
の
言
葉
は
、
電
車
内
で
母
娘
が
声
を
掛
け
て
く
れ

た
場
面
で
の
「
僕
の
記き

憶お
く

か
ら
は
ス
ッ
ポ
リ
と
抜ぬ

け
落
ち
て
し
ま
っ
て

い
る
」
と
い
う
部
分
で
す
。
全
く
覚
え
て
い
な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い

ま
す
。

問
八　

類
推
具
体
化

Ｃ
１
特
定
の
状
況
を
仮
定
す
る
理
由

　
　

人
が
大
人
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
い
ず
れ
は
誰だ
れ

も
が
経
験
し
な
く
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
問
題
で
す
。

人
は
単
に
年ね
ん

齢れ
い

が
上
が
っ
て
大
人
に
な
る
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な
成

長
を
通
じ
て
大
人
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
筆
者
は
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
合
っ
た
経
験
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
理
由
と
と
も
に
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
大
人
に
な
る
上
で
経
験
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
②
①
の
理
由
が
書
か
れ
て

い
る
か
、
③
①
②
に
過
不
足
が
な
い
か
、
④
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か

を
中
心
に
見
て
い
ま
す
。
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�　問

一　

Ｂ
１
関
係
情
報
を
獲
得
す
る

　
　

空く
う

欄ら
ん

に
入
れ
る
言
葉
を
考
え
る
場
合
は
、
入
れ
る
部
分
の
前
後
の
内

容
や
前
後
の
内
容
ど
う
し
の
関
係
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
　　
の
前
に
は
、「
日
常
の
ご
く
些さ

細さ
い

な
こ
と
ま
で
い
ち
い
ち
反

省
的
に
検け

ん

討と
う

し
て
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
負ふ

担た
ん

と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
り
ま
す
。
後

に
は
、「
そ
う
い
っ
た
些
細
な
こ
と
は
、
い
ち
い
ち
深
く
考
え
る
こ
と

な
く
、
過
去
の
体
験
を
つ
う
じ
て
形
成
し
て
き
た
習
慣
に
し
た
が
っ
て

決
め
る
こ
と
の
方
が
合
理
的
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
負
担
に

な
る
か
ら
習
慣
に
し
た
が
う
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
前

の
こ
と
が
ら
が
原げ
ん

因い
ん

、
後
の
こ
と
が
ら
が
結
果
に
あ
た
る
の
で
、
順
接

を
表
す
「
し
た
が
っ
て
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
の
前
に
は
、「
私
た
ち
が
自
由
な
存そ
ん

在ざ
い

で
あ
る
な
ら
ば
、
私

た
ち
は
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
で
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
」
と

あ
り
ま
す
。
後
に
は
、「
目
上
の
ひ
と
に
対
し
て
は
敬け
い

語ご

や
丁て
い

寧ね
い

語
で

話
を
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
し
よ
う
」
と
あ
り
、「
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
で
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
の
例
と
し
て

敬
語
を
用
い
た
会
話
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
示
を
表
す
「
た
と
え

ば
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
の
前
で
は
、「
当
た
り
前
の
こ
と
が
そ
う
で
な
く
な
っ
た
時

に
、
判
断
す
る
た
め
の
前
提
を
失
う
た
め
、
実
質
的
な
選せ
ん

択た
く

を
お
こ
な

う
こ
と
な
ど
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
後
に
は
、

「
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
と
し
て
通
用
せ
ず
、
い
わ
ば
世
界
に

対
す
る
信し
ん

頼ら
い

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

で
は
、
私
た
ち
は
〜
も
の
ご

と
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
困こ
ん

難な
ん

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。前
に
書
か
れ
た
内
容
を
後
で
ま
と
め
て
い
る
の
で
、

言
い
換
え
を
表
す
「
つ
ま
り
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
の
前
に
は
、「
私
た
ち
は
他
者
と
の
間
で
成
り
立
つ
さ
ま
ざ

ま
な
約
束
ご
と
を
尊そ
ん

重ち
ょ
う

す
る
必
要
が
あ
る
」と
あ
り
ま
す
。後
に
は
、「
だ

か
ら
と
い
っ
て
そ
の
約
束
ご
と
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
い
け

な
い
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
前
と
後
が
反
対
の
内
容
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
逆
接
を
表
す
「
し
か
し
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

問
二　

置
換

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
知
識

　
　

ａ
の
「
心
も
と
な
い
」
は
こ
こ
で
は
「
で
は
私
た
ち
が
そ
う
し
た
一

つ
一
つ
の
選
択
を
ど
の
程
度
ま
で
真し
ん

剣け
ん

に
考
え
な
が
ら
お
こ
な
っ
て
い

る
か
と
い
う
と
、
や
や
心
も
と
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
い
う
文
脈
で

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。「
自
信
が
な
い
」
な
ど
の
言
葉
に
置
き
換か

え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
確
信
が
持
て
な
い
」
が
正
解
で
す
。

　
　

ｂ
の
「
均
等
」
は
こ
こ
で
は
「
す
べ
て
の
事こ
と

柄が
ら

に
つ
い
て
均
等
に
意

識
を
振ふ

り
分
け
る
の
で
は
な
く
、
ほ
ん
と
う
に
大
切
な
こ
と
に
対
し
て

だ
け
意
識
を
集
中
し
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。「
平
等
」

な
ど
の
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
公
平
」
が
正
解

で
す
。

　
　

ｃ
の
「
委ゆ
だ

ね
て
」
は
「
そ
う
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
過
去
の
習
慣

に
委
ね
て
、
深
く
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
」

と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。「
委
任
し
て
」
な
ど
の
言
葉
に

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
ま
か
せ
て
」
が
正
解
で
す
。

問
三　

具
体
化

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
比
較

　
　　
は
「
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
る
と
思
う
こ
と
、

こ
れ
は
い
わ
ば
世
界
に
対
す
る
基
本
的
な　
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
よ
り
後
に
「
当

2
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た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
と
し
て
通
用
せ
ず
、
い
わ
ば
世
界
に
対
す

る
信
頼
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
状
況
で
は
…
」
と
あ
り
、　
の

部
分
と
逆
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。　
に
は
「
信
頼
」
が

あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
は
「
定
型
化
さ
れ
た
日
常
世
界
と
は
、
ひ
と
び
と
の
間
の

　
的
な
努
力
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
維い

持じ

さ
れ

る
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
よ
り
後
の
部
分
に
「
も
し
私
た
ち
の
日
常
に
お
け
る
振ふ

る
舞ま

い
が

一
〇
〇
％
完か
ん

璧ぺ
き

に
ひ
と
び
と
に
よ
っ
て
協
同
的
に
達
成
さ
れ
て
い
る
決

ま
り
ご
と
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
」
と
い
う
部
分

が
あ
り
ま
す
。
定
型
化
さ
れ
た
日
常
社
会
と
は
「
決
ま
り
ご
と
」
と
似

た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。　
が
あ
る
部
分
と
似
た
よ
う

な
内
容
を
説
明
し
て
い
る
の
で
、　
に
は
「
協
同
」
が
あ
て
は

ま
り
ま
す
。

問
四　

具
体
化

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
置
換

　
　　
線
部
①
を
見
る
と
、「
法ほ
う

律り
つ

に
よ
っ
て
自
由
を
権
利
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
と
「
私
た
ち
が
日
常
に
お
い
て
き
ち
ん
と
自
ら

の
考
え
で
行
動
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
」
が
「
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る

わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
つ
な
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
法

律
（
こ
こ
で
は
憲け
ん

法ぽ
う

）
で
保
障
さ
れ
て
い
る
か
ら
自
由
に
生
活
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
ウ
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
五　

具
体
化

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
理
由

　
　　
線
部
②
の
「
そ
う
し
た
選
択
の
ほ
と
ん
ど
を
さ
し
て
深
く
考

え
る
こ
と
も
な
く
、
な
ん
と
な
く
惰だ

性せ
い

で
お
こ
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

部
分
を
言
い
換
え
て
い
る
部
分
を
探
し
ま
す
。
そ
の
時
に
「
惰
性
」
の

意
味
が
「
今
ま
で
の
習
慣
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
線
部
②
の
後
の
段
落
に
「
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
日
常
の
些
細

な
こ
と
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
自
動
的
に
処し
ょ

理り

で
き
る
よ
う
に
定
型

化
し
、
そ
し
て
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
維
持
す
る
こ
と
に
腐ふ

心し
ん

す
る
の
で
あ

る
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
さ
し
て
考
え
る
こ
と
も
な
く
今
ま
で

の
習
慣
で
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
定
型
化
し
て
パ
タ
ー
ン
を
維
持
す
る

こ
と
と
同
様
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
私
た
ち
は
日
常

生
活
に
お
け
る
些
細
な
選
択
を　
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
の

　
の
部
分
に
は
「
定
型
化
」
が
あ
て
は
ま
る
と
わ
か
り
ま
す
。

問
六　

置
換

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
知
識

　
　　
線
部
③
「
適て
き

否ひ

」
の
「
否
」
は
打
ち
消
し
を
表
す
言
葉
で
す
。

し
た
が
っ
て
、「
適
否
」
は
「
適
し
て
い
る
か
、
そ
う
で
は
な
い
か
」

と
い
う
意
味
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
す

文
章
中
に
あ
る
三
字
以
内
の
熟じ
ゅ
く

語ご

は
、第
五
段
落
の
中
ほ
ど
に
あ
る「
適

切
」
と
「
不
適
切
」
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
熟
語
の
漢
字
一
字
一
字
の

意
味
か
ら
熟
語
の
意
味
を
考
え
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

問
七　

具
体
化

Ｂ
１
情
報
を
獲
得
す
る
置
換

　
　　
線
部
④
に
あ
る
「
そ
れ
」
は
、「
当
た
り
前
の
こ
と
」
を
指
し

て
い
ま
す
。当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
て
お
く
メ
リ
ッ
ト（
利

点
）
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
前
に
あ
る
「
私
は
自
身
の
意
識
を
言
葉
づ
か

い
の
選
択
の
適
否
に
で
は
な
く
、
そ
の
ひ
と
と
の
会
話
の
内
容
に
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
部
分
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
当
た
り
前
の
こ
と
こ
そ
当
た
り
前
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
大
切
な

こ
と
に
集
中
で
き
る
と
こ
ろ
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た

Ａ
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が
っ
て
、
ア
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
八　

推
論
具
体
化

Ｂ
２
情
報
を
獲
得
す
る
比
較

　
　　
線
部
⑤
の
後
に
「（
自
由
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
の
難
し
さ
の

一
つ
）
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

「
こ
こ
」
と
は　
線
部
⑤
の
前
に
書
か
れ
た
内
容
「
も
し
私
た
ち
の

日
常
に
お
け
る
振ふ

る
舞ま

い
が
一
〇
〇
％
完か
ん

璧ぺ
き

に
ひ
と
び
と
に
よ
っ
て
協

同
的
に
達
成
さ
れ
て
い
る
決
ま
り
ご
と
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
私
た
ち
は
自
由
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
」と
い
う
部
分
で
す
。
こ
の
部
分
が
意
味
す
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

「
私
た
ち
の
日
常
に
お
け
る
振
る
舞
い
」
と
は
、
そ
の
前
の
部
分
に
あ

る
「
い
わ
ば
、
定
型
化
さ
れ
た
日
常
世
界
と
は
、
ひ
と
び
と
の
間
の
協

同
的
な
努
力
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
維
持
さ
れ
る
よ
う

な
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
を
言
い
換
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

「
決
ま
り
ご
と
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
れ
ば
、「
私
た
ち

は
自
由
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
自
由

は
人
々
と
の
協
同
的
な
努
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
日
常
的
な
振
る

舞
い
が
決
ま
り
ご
と
に
す
べ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
自
由
な
状
態
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、　

線
部
⑤
の
後
に
あ
る
「
い
っ
け
ん
す
る
と
相
反
す
る
二
つ
の
要よ
う

請せ
い

に
同

時
に
応
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
」
と
い
う
部
分
を
利
用
し
て
ま
と
め

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
こ
の
内
容
を
六
十
字
以
上
八
十
字
以
内
と
い
う

字
数
指
定
に
合
う
よ
う
に
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
自
由
の

問
題
を
考
え
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
か
、
②
①

に
過
不
足
が
な
い
か
、
③
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
を
中
心
に
見
て
い

ま
す
。

問
九　

具
体
化

Ｂ
３
情
報
を
獲
得
す
る
置
換

　
　

選
択
肢
と
本
文
の
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

ア　

空く
う

欄ら
ん

B
の
あ
る
段
落
に
注
目
し
ま
す
。「
た
と
え
私
が
そ
れ
ま

で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
〜
維
持
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、

私
以
外
の
他
者
が
そ
の
よ
う
な
決
ま
り
ご
と
を
一
斉
に
無
視
す
る
、
あ

る
い
は
別
の
決
ま
り
ご
と
に
変
え
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
し

ま
え
ば
〜
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
あ
り
ま
す
。
ア
の
内

容
と
一い
っ

致ち

す
る
の
で
正
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
　

イ　

空
欄
A
の
あ
る
段
落
に
注
目
し
ま
す
。
H
・
ガ
ー
フ
ィ
ン
ケ
ル

が
行
っ
た
違
背
実
験
で
は
「
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
実
は

当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
き
〜
混
乱
の
た

だ
中
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
あ
り
ま

す
。
イ
の
「
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
実
は
当
た
り
前
で
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
う
内
容
で
は
不
足
し
て
い
る
た
め
正

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ウ　

空
欄
1
の
あ
る
段
落
に
注
目
し
ま
す
。「
些
細
な
こ
と
を
深
く

反
省
的
に
検
討
し
て
い
て
は
大
き
な
負
担
に
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と
を
人
々
が
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
触ふ

れ
て
い
な
い
の
で
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

エ　

は
じ
め
に
、「
私
た
ち
は
実
際
の
日
常
に
お
い
て
ど
の
く
ら
い

自
分
の
判
断
で
自
身
の
行
動
を
自
覚
的
に
選
択
し
て
い
る
か
」
と
い
う

問
題
提
起
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
提
起
に
対
し
、
最
後
の
段
落
で

「
け
っ
き
ょ
く
、
私
た
ち
は
『
自
由
で
あ
る
』
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て

の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
必
要
は
な
い
」
と
し
、
自
分
で
す
べ
て
の
こ

と
を
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
ら
「『
自
由
で
あ
る
』
こ
と
は

私
た
ち
に
と
っ
て
苦
痛
で
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

エ
の
内
容
と
一
致
す
る
の
で
正
し
い
と
言
え
ま
す
。
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